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　私はこれまで5期、市会議員を勤めさせて頂きましたが、この1期は自民党横浜市会議員
団の一員として仕事をさせて頂きました。自民党横浜市会議員団の仲間の力を借りて児童
虐待防止条例の改正をしたり、横浜市の中期計画に附帯意見をふすなど、横浜市の方向を
決める部分に関われたり、日々の生活に関わる部分を改善するなど、目に見える成果をスピ
ード感を持って実現することができたと感じています。もちろん自民党横浜市会議員団の
一員となる前も、読書推進条例の制定に関わったり、産前産後の母子ケアの事業などを改
善するなど1つ1つ積み重ねてきましたが、この1期は上にも書いたように、仲間の力を借り
つつ多くの成果を出せたと感じています。
　一方で新型コロナウイルス感染症などの影響で、駅前での活動が少し減るなどしましたが、
この1期の間も駅前で大桑新聞を配り続けました。引き続き大桑新聞を駅前で配るなどの活
動は続けていきます。そして、私としては栄区のために、横浜市のために自民党横浜市会議員
団の一員として活動を続けていきたいと考えておりますので、ご理解頂けるようお願いします。

　今回ここでは来期に向けての、私の考えを
書かせて頂きます。
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大桑新聞ではみなさまとともに  栄区について考えていきたいと思っております。
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横浜市中期計画にふした
附帯意見について

　昨年末（令和４年１２月）に横浜市は
中期計画を策定しましたが、その中期
計画に横浜市会として附帯意見(将来
世代に負担をおしつけないなど)をふし
ました。私はこの附帯意見について自民
党横浜市会議員団の副団長として他会
派との交渉や政策局などとの調整をさ
せて頂きました。

マンション（共同住宅）の駐車場の
附置義務について

　横浜市でも人口減少が進みつつあり
ますので、マンションを作る際、少しでも
魅力的なマンションを作るために規模
が小さいマンション（２，０００平方メー
トルを超えないもの）には駐車場を作ら
なくても良いように条例を改正しました。
私は建築局に話をさせて頂きましたが、
この条例改正については１期生の福地
議員が積極的に横浜市と議論を進め建
築基準条例の一部改正（令和５年１月
より）につなげました。

　子供に対する虐待を防止するために、
軽くても子供を叩く行為などを改めて
禁止する条例改正となっていますが、
私はこども青少年局と調整をしながら
本会議でこの条例の趣旨を説明させて
頂きました。またこの条例の改正（令和
３年１０月より）をスムーズに進められ
たのは1期生の山田議員の力が大きか
ったと感じています。

児童虐待防止条例の
改正について

　横浜市の市営住宅の共益費は、これまで
住民の方（住宅管理運営委員会）が集めて
いましたが、高齢化などにより住民間での
徴収が難しくなってきたため、今後は家賃
同様に口座振替で個人でも支払えるよう
になり、住んでいる方の利便性が増します。
この市営住宅条例の一部改正（令和６年
以降実施）について私は建築局に話をし、
鴨志田議員が横浜市に質問するなどして
実現しました。

市営住宅等の共益費の
徴収方法の変更について

国・県・市の連携

　今後、栄区においては衆議院議員の
山本ともひろ氏、参議院議員のあさお慶
一郎氏、県会議員のくすのきりえこ氏と
連携して、横浜市のまち
づくりなどを進めていき
たいと思っています！ 衆議院議員

山本ともひろ氏
参議院議員
あさお慶一郎氏

神奈川県会議員
くすのきりえこ氏

これらは議員だけの力ではなく議会局など多くの横浜市の職員の方の

サポートがあったからこそだと感じています。


